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学校番号 １００１ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ５単位 年次 １年次 

使用教科書 『精選国語総合』（三省堂） 

副教材等 
『漢字ボックス』・『漢字反復ノート』（浜島書店）、『基本の現代文』（尚文出版）、

『国語便覧』（数研出版）、『新精選古典文法 改訂版』（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年生では、「現代国語」２単位と「古典」３単位のあわせて５単位を「国語総合」としていま

す。 

・「現代国語」においては、随想、小説、評論、詩、短歌・俳句を学習し、国語を適切に表現し的

確に理解する能力を育成します。 

・「読むこと」「書くこと」「聞くこと・話すこと」を用いた主体的な学習を通して、思考力・表

現力・判断力を育み、他者と意見や考えを交流する活動を通して伝え合う力を伸ばします。 

・古典の授業では、「古文」と「漢文」の作品に親しむとともに、登場人物の心情を正しく理解す

るために語彙力や基本的な文法の知識、作品の時代背景をしっかりと身に付けてください。 

・ものの見方、感じ方、考え方を広くし、伝統的な言語文化に関する興味を持ち、国語を尊重する

態度を育みます。 

・授業後には学習内容を振り返って丁寧に復習する習慣を身につけましょう。 

・平常点の中には、提出物や授業態度などが含まれます。提出物は期限をきちんと守ってください。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場面に応じてふさわしい語句を用い、適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合

う力を高める。 

・「読むこと」「書くこと」「聞くこと・話すこと」を用いた主体的な活動を通して、思考力・表

現力・判断力を育む。 

・小説において登場人物の心情を理解し、作品のテーマを読み取ることによって、心情を豊かにし，

想像力を伸ばす。 

・言語感覚を磨き，伝統的な言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を

育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力  c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに，言語

文化に対する関

心を深め，国語を

尊重してその向

上を図ろうとす

る。 

目的や場に応じ

て効果的に話し

的確に聞き取っ

たり，話し合った

りして，自分の考

えをまとめ，深め

ている。 

相手や目的，意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き，自分

の 考 え を ま と

め，深めている。 

文章を的確に

読み取ったり，

目的に応じて

幅広く読んだ

りして，自分の

考え。を深め，

発展させてい

る。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり，漢

字などについて

理解し，知識を

身に付けている 
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主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート・ワーク

シート等） 

行動の観察 

（発表時のパフ

ォーマンスの評

価） 

記述の確認及び

分析 

（ ワ ー ク シ ー

ト、原稿用紙） 

記述の確認及

び分析 

（ワークシー

ト） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

随
想
を
読
む 

ぐうぜん，うたがう，読書のスス

メ（川上未映子） 

○   ◎ ○ a: 「読書」について，筆者の

言葉を通じて考えようとする。 

d: 述べられる事例に着目し，

筆者の考えを読み取る。 

e: 主な常用漢字について使い

方を理解する。 

行動の観察 

記述の点検 

定期考査 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
る 

水の東西 

（山崎正和） 

○   ◎ ○ a: 文化の違いについて，日本

と西洋の水の比較から考えよ

うとする。 

ｄ：対比表現に着目し，筆者の

主張を過不足なく読み取る。 

e：主な常用漢字について使い

方を理解する。 

行動の観察 

記述の点検 

定期考査 

古
典
入
門 

 
宇治拾遺物語 

・児のそら寝 

・検非違使忠明 

・絵仏師良秀 

◎   ○ ○ a: 語句や表現に即して物語の

展開を読み取ろうとする。 

d: 語句や表現に即して物語の

展開を読み取る。 

e：「歴史的仮名遣い」「十二

支」と「月の異名」「いろは歌」

について理解する。 

行動の観察 

定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
る 

羅生門 

（芥川龍之介） 

○   ◎ ○ a: 人物の心情や行動を理解

し，場面の推移を捉え，人間の

生き方について自分なりの意

見を持とうとする。 

d: 描かれた人物，情景，心情

などを表現に即して読み，場面

の推移や人物の心理の変化を

理解する。 

e: 主な常用漢字について使い

方を理解する。 

行動の観察 

記述の点検 

定期考査 
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詩
の
鑑
賞 

【詩】 

旅上（萩原朔太郎） 

サーカス（中原中也） 

I was born（吉野弘） 

崖（石垣りん） 

○ ○  ◎ ○ a: 詩のもつ独特の韻律に気づ

こうとする態度を身につける。 

ｂ:詩の情景や印象や、表現の

工夫について、多角的な視点で

話し合う。 

d: 描かれている情景を把握

し，作者の意図を読みとる。 

e: 詩の表現形式や修辞を理解

する。 

行動の分析 

定期考査 

古
文
常
識 

 

伊勢物語 

・芥川 

・東下り 

○   ◎ ○ a: 登場人物の心理を読み取

り，歌を通して歌物語の特徴を

理解しようとする。 

d: 登場人物の心理を読み取

り，歌を通して歌物語の特徴を

理解する。 

e: 歌物語の特徴について理解

する。 

行動の分析 

定期考査 

２
学
期 

小
説
を
読
む 

青が消える（村上春樹） ○   ◎ ○ a:「青」が消えたことを巡る

「僕」の語りや周囲の人々の対

応を通じて、「僕」のとまどい

を理解しようとしている。 

d:「青」が消えたことに対する

「僕」の行動などから、の心情

の変化を的確にとらえる。 

e:比喩表現について考える。 

行動の分析 

記述の点検 

定期考査 

評
論
を
理
解
す
る 

言語は色眼鏡である（野元菊

雄） 

○ 

 

  ◎ ○ a: 「言語」は，それが話され

る社会の世界観を反映してい

るという考えについて問題意

識を持つ。 

d: 引用事例に着目し，筆者の

主張を読み取る。 

e: 評論を読むために必要な概

念を理解し，使いこなせる。 

行動の分析 

記述の点検 

定期考査 

 

漢文入門 

・基本 

・成句 

・格言 

○   ◎ ○ a: 漢文を日本語として読む工

夫とその意義を理解しようと

する。 

d: 故事成語の意味を理解す

る。 

e: 漢文訓読に必要な訓点のき

まりを理解する。 

行動の分析 

定期考査 
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借虎威 ○   ◎ ○ a: 著名な史話について興味を

持ち，内容を深く知ろうとす

る。 

d: 文章に描かれた人物，情景，

心情などを話の展開に沿って

読み味わう。 

C:故事成語の現代における意

味や使い方を考え、自分で例文

を作る。 

e: 句法・語法を理解した上で，

それぞれの話の歴史的背景や

出典に関する基本的知識を確

認する。 

 

行動の分析 

定期考査 

 

『土佐日記』 

・門出 

・帰京 

○   ◎ ○ a: 表現や当時の風習などを踏

まえつつ，作者の心情を理解し

ようとする。 

d: 表現や当時の風習などを踏

まえつつ，作者の心情を理解す

る。 

e: 作品の文学的意義を理解す

る。 

行動の分析 

定期考査 

 

情報と身体（吉岡洋） ○   ◎ ○ a:昨今特に必要とされている

「情報リテラシー」や「世界が

狭くなった」ということの意味

を筆者の記述から読み取る。 

d:文章だけでなく、挿入されて

いる図も用いて、筆者の主張を

詳細に読み取る。 

e:評論を読むために必要な専

門用語などを理解する。 

行動の分析 

記述の点検 

定期考査 

 

待つということ（鷲田清一） ○   ◎ ○ a: 「待たない社会」と「待て

ない社会」の違いについて，筆

者の叙述から考えようとする。 

d: 対比表現に着目し，筆者の

主張を過不足なく読み取る。 

e:主な常用漢字について使い

方を理解する。 

行動の観察 

記述の点検 

定期考査 
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空缶（林京子） ○   ◎ ○ a:「私」を含めた六人が過ごし

てきた戦後と心情の変化を理

解し、戦争と日常についての考

えを持とうとしている。 

d:時間軸に気をつけて読み、戦

後の日常生活における心情の

変化や、空缶が象徴する戦争に

ついての事柄を読み取る。 

e:戦後の回想という文体が与

える書き方の印象などについ

て理解する。 

行動の分析 

記述の点検 

定期考査 

３
学
期 

 

なぜ私たちは労働するのか

（内田樹） 

○ ○  ◎ ○ a: 筆者が述べる「働くことの

意味」について理解を深めよう

とする。 

b:若者と労働に関する話題に

ついて調べ、発表を通して、自

らの考えを深める。 

d: 論理展開に着目し，筆者の

主張を読み取る。 

e:評論を読むために必要な概

念を理解し，使いこなせる。 

行動の分析 

パフォーマン

ス 

記述の点検 

定期考査 

 

命は誰のものなのか（柳澤桂

子） 

○  ○ ◎ ○ a: 筆者が述べる，分配された

ものとしての「命」という考え

方を理解しようとする。 

c:「安楽死」について、賛成か

反対の立場を選び、根拠を持っ

て自らの意見を述べる。 

d: 引用事例および筆者の論理

展開に着目し，筆者の主張を過

不足なく読み取る。 

e: 読むことに必要な文章の組

み立てについて理解する。 

行動の分析 

記述の点検 

パフォーマン

ス 

定期考査 

 
 

『平家物語』 

・木曾の最期 

○   ◎ ○ a: 朗読を通して文体を味わ

い，内容を踏まえて人間の生き

方についての考えを深めよう

とする。 

d: 朗読を通して文体を味わ

い，内容を踏まえて人間の生き

方についての考えを深める。 

e: 敬語の基本、音便、助動詞

について理解する。 

行動の分析 

定期考査 
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漢詩 

送元二使安西 

登岳陽楼 

○   ◎ ○ a:漢詩の名作に触れ、そこに込

められた情感を感じ取ろうと

する。 

d:限られた字数の中に込めら

れた作者の思いを読み解く。 

e:漢詩の形式、押韻などの決ま

りについて理解する。 

行動の分析 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す・聞く能力  c:書く能力 

  d:読む能力      e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


